
子供の体力・運動能力向上に向けてた授業改善リーフレット

今後に向けて ① 楽しい体育の授業



今後に向けて ① 楽しい体育の授業
子供の体力・運動能力向上に向けてた授業改善リーフレット

低・中・高学年に分けて作成

単元構成の中に、
「期待感」「安心感」「共感」を
高める手立ての具体



○｢気晴らし｣｢遊び｣｢楽しみ｣､｢散歩等も含め｣

｢上手くなくても｣｢楽しみながら体を動かす｣

｢みんなのもの｣である。

【スポーツ実施率向上のための行動計画（Ｈ３０年９月スポーツ庁）より】

【スポーツの捉え方の周知】

▼｢激しい｣｢つらい｣｢アスリートのもの｣

だけではない。

今後に向けて ② 楽しい体育の授業以外の取組み



・「みんな遊び」企画の実施
・異学年交流運動イベント
・スポーツイベントの企画（年３回）
・スポーツ月間の設定
・用具の貸出

子供主体で進めることが大事です。
お知らせのポスター掲示やアナウンス
など啓発活動にも取り組めるといい
ですね。

◆例１ 子供が主体となった取組
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・朝のランニングタイム
・さわやか通学
・体育施設の開放
・活動場所の設定

◆例２ 時間や場の工夫

使用上の約束事をつくり、多くの
児童が安全に快適に利用できると
いいですね。施設の使用割もあると
利用しやすくなります。
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今後に向けて ③ 学校・家庭・地域の連携



〈今後の体力向上に向けて〉

①特に運動に対して苦手意識をもつ子供を中心とした

体育・保健体育授業の充実・改善

②運動やスポーツを身近に感じるような

体育の授業以外の取組の工夫

③家庭や地域で手軽に運動ができる

運動環境の構築に向けた３者の連携

■ おわりに 「今後に向けて」


